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……in the last 20 years we have seen a true ʻcomparative law
explosionʼ
































Comparative study is best begun by ascertaining the policies and
purposes that are served by the rules and principles of oneʼs own laws.
These having been established, the jurist can identify the foreign-law
rules and principles that address these issues, the extent to which the
legal systems in question agree at the level of policy, and, finally, where
the systems under consideration hold different policies or purposes,
how and why this comes about. The comparative study of law thus
raises issues a jurist studying a single legal systemʼ s handling of
intramural controversies can ignore. A principal merit of comparative
study is that it leads the jurist to a deeper and richer understanding of
how contemporary societies make and administer law.
（von Mehren, Adjudicatory Authority in Private International
Law ： A Comparative Study〔2007〕p.3）
一 序 言






比較法ハンドブック』（Mathias Reimann ／ Reinhard Zimmermann〔eds.〕, The














































ーストリヒト大学ヨーロッパ私法教授 Jan M. Smits の編集により，本書と同
年に『エルガー比較法エンサイクロペディア』（Jan M. Smits〔ed.〕, Elgar Ency-

















Legal Traditions of the World〔3rd ed. 2007〕の著者である〔五十嵐清「法伝統
（legal tradition）とはなにか」鈴木禄弥先生追悼論集 民事法学への挑戦と新たな構






ー Charles Donahue（ハーヴァード大学）が担当している（Donahue, Compara-













































の創設，比較立法協会（Société de législation comparée）の創立などの比較法学









による 1926 年の UNIDROIT 開設，レヴィ＝ユルマン（Lévy-Ullmann）による

































文は，政治史のフレームワークを採用し，「長い 19 世紀」（1789-1918 年），黄
















機能的比較方法を宣明した 1924 年の講演「比較法の課題と必要（Aufgabe und
Notwendigkeit der Rechtsvergleichung）」，③ 1926年の独立の比較法研究所――
カイザー・ヴィルヘルム外国私法および国際私法研究所（Kaiser-Wilhelm-Insti-
tut für ausländisches und internationales Privatrecht）――の創立，④ 1927 年の
ラーベル比較法雑誌の創刊，⑤ 1929 年以来の機能的比較法にもとづく商品売
買法統一プロジェクト（ハネス・ロェスラー〔西谷祐子 =岩本学訳〕「エルンス













法研究所の所長に就任したハンス・デレ Hans Dölle がナチスのイデオロギーを支持
する論文を発表していたことが指摘されている一方で，古典的比較法学を堅持した





















イクロペディア（International Encyclopedia of Comparative Law）』（1972年以降），
ツヴァイゲルトおよびケッツの『比較法概論（Einführung in die Rechtsver-
gleichung）』（1969 年），コンスタンティネスコの『比較法（Rechtsver-
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になる〔122頁〕），⑤ 1971 年にはイタリア比較法学会（Associazione Italiana di
Diritto Comparato）が創設され，ロー・スクールの新設により，現在では比較








































ples of International Commercial Contracts）」などのソフト・ローの国際的法典

































ward Jenks, Macdonell, Vesey-Fitzgerald らの――法進化論者もみられた。135-137
頁），④帝国内での比較立法研究を深化させる目的で 1894 年に「比較立法協会
（Society for Comparative Legislation）」が設立され，比較歴史法学常任委員会な
どが置かれたこと（1917 年には同協会の Journal も発行されて，のちに Interna-
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ティカレッジ・フェロー），ウォールトン F. P. Walton，エイモス Amos，リー
Lee らの業績を検討する。ガッタリッジ以外は大英帝国の植民地政策に関与し
ている。ガッタリッジは，1946年に『比較法（Comparative Law: An Introduc-










ス法入門（Introduction to French Law）』〔1935年〕を発表。リーは『ローマ法系オ
ランダ法入門（Introduction to Roman-Dutch Law）』〔1915年〕，『南アフリカ債務法





























ン F. H. Lawson の著作『シヴィル・ローにおけるネグリジェンス（Negligence









さらに「制度的遺産」として，先端法学研究所（Institute of Advanced Legal
Studies. 1946年にロンドン大学に設置），英国国際法・比較法研究所（British In-
stitute of International and Comparative Law. 1958 年），比較法連合王国国内委員





ツ不法行為法への比較法的入門（Comparative Introduction to the German Law of
Tort）』の刊行〔1986 年〕，現在のオックスフォード大学比較法教授がドイツ人の




































































会議である 1904 年セント・ルイス法律家万国会議（St Louis Universal Congress
of Lawyers and Jurists）の開催（1803 年のルイジアナ州割譲を記念する百年祭を開
き，法学者を含む世界の学識者を招待することがアメリカ法律家協会〔ABA〕に提
案されたのが発端である）に始まるアメリカ比較法組織化の努力の軌跡が素描
される（190-191 頁，192-194 頁）。すなわち，① 1905年のペンシルヴァニア州
弁護士会（Bar Association）からの提案を受けて ABA 内部で比較法事務局
（Comparative Law Bureau）が 1907 年に創設され，アメリカにおける最初の比
較法ジャーナルである Annual Bulletin を 1914 年の第一次大戦勃発まで発行し
たこと（191 頁，194-195頁。1931 年からは Tulane Law Review がこの事務局のオ
フィシャル・ジャーナルとなった〔191 頁，198-199 頁〕），② ABA比較法事務局
が，比較法・外国法に関心の深いニュー・ヨークに事務局の支部として，1925
年にアメリカ外国法協会（American Foreign Law Association〔AFLA〕）を創設
したこと（191 頁，197-198 頁），③ 1930年代には大恐慌により比較法事務局も
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経済的に行きづまり，1933 年に ABA 国際法・比較法セクションと合体した
こと（ウィグモアが初代議長に就任。191 頁），④ 1932年および 1937 年のハーグ
における比較法国際会議にはアメリカから多数の出席者があったこと













ternational Committee for Comparative Law）の国別委員会を翌 1950年にアメリ
カ外国法協会（AFLA）が引き受けたこと（同年には，アメリカ・ロー・スクー
ル協会〔Association of American Law Schools＝ AALS〕が比較法委員会を設けた），
③諸外国の比較法研究所と同等の機能を有する「法の比較研究のためのアメリ
カ協会（American Association for the Comparative Study of Law＝ AACSL）」が
1951 年に創立され，アメリカ外国法協会（AFLA）とロー・スクールがそのス
ポンサーとなったこと（1992 年に「アメリカ比較法協会（American Society of













































































































の欧文の基本文献である Yosiyuki Noda, Le développement du droit comparé
depuis 1868 et la situation actuelle des études comparatives du droit au Japon,
in: Livre du centenaire de la Société de législation comparée, t.Ⅱ, Paris, L. G. D.
J., 1971を挙げていない。本文中に比較法学史がない以上，当然配慮すべきで
あろう（その日本語版が野田良之「日本における比較法の発展と現状(1)･(2・完）」
法協 89巻 10号・同 90巻 1 号〔1972-73 年〕である）。
⑻ 第一部第八章「ラテン・アメリカにおける比較法の発展」は，パリの



















ナポレオン法典のコピイである初期のボリヴィア Santa Cruz 民法典（1830
年）・同商法典（同年）（271-272頁），②比較法（スペイン法とローマ市民法大全
Corpus Iuris Civilis が中心）にもとづく固有の民法典の最初の成功例たるペルー
民法典（1852年）（273-274 頁），③比較法を用いた 19 世紀ラテン・アメリカの
最も影響のある法典起草者たち（とくにチリの Andrés Bello〔274-276頁〕，ブラ









業を行った Teixeira de Freitas の業績と，それにもとづき 1916年ブラジル民法典を
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（Pan-Americanism versus Ibero-Americanism. 288-290頁），②いずれの理念も比
較法を法統一の主要な手段としており，Organization of American States
（OAS）――第一回汎アメリカ会議でのアメリカの提案にもとづき創設された

































学教育のための手段（教材）が必要なのである（Fauvarque-Cosson, The Rise of


















オ・アスカレリ 比較法と解釈論に関する研究」法律時報 26巻号 54 頁〔1954 年〕，
同「トゥリオ・アスカレリ教授を憶う」法協 77巻号 69 頁〔1960年〕，マリオ・ロ
トンディ〔野田良之 =小菅芳太郎訳〕「法技術・法教義学・比較法」法協 85 巻号
125頁〔1968 年〕）。イタリア現代比較法学の父ゴルーラの業績をより深く解説
して欲しかったところであるが（ただし，ゴルーラの主著 Il Contratto〔1955〕に
ついては，ラインシュタインが簡潔な書評を発表している〔40Am. J. Comp. L. 452〕。




juridique（2008, Dalloz）; id, Le droit african（2009, Dalloz）. 前者につき，Le Roy,















ナウアーは，その代表作 Die Auslegung von Gesetzen in England und auf dem
Kontinent〔2001〕全巻で，過去 10年間に刊行された法史学上のもっとも傑出し







































versidad Metropolitana ロー・スクール学長の Rogelio Pérez-Perdomo が起用
されたことから，その充実ぶりは推測することができよう（Merryman ／
Pérez-Perdomo, The Civil Law Tradition: An Introduction to the Legal Systems of
Europe and Latin America（3.ed, 2007））。ただし，スペイン比較法学史について
の叙述を欠き，また個々の労作の比較方法を具体的に解析しているわけでもな
いため，筆者にとっては若干の不充足感が残った。
以上をもって本書第一部までの紹介と論評を終える。まさに，「比較法は普
遍科学であるが，国ごとに顕著な特色を有する」（本書 36頁）と要約できるで
あろう。
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